
１ 山口県の交通事故発生状況 （令和７年２月２８日現在） 
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                ＊令和７年中の発生件数、負傷者数、物損事故件数は概数 

 
 
２ 交通死亡事故の特徴 ～５件５人  

 年 齢 層 別          高齢者死者が３人（±０人）【全死者の６０％(－１５P)】 

 道 路 形 状 別   カーブにおける事故が２人(＋２人)【全死者の４０％(＋４０P)】 

 昼  夜  別   夜間における死者が４人（＋３人）【全死者の８０％(＋５５P)】 

 事 故 類 型 別          車両単独が３人（＋２人）【全死者の６０％(＋３５P)】 

 ドライバー年齢層別   運転手が６５歳以上の事故が３人(＋１人) 【全死者の６０％(＋１０P)】 

 ※ドライバー事故：第1当事者が原付以上の車両の運転により起きた事故  

 

３ シートベルトを着用しましょう！ 

 交通事故の衝撃はすさまじく、シートベルトを着用していないと、衝突の勢いで車外に

放り出されたり、前方に投げ出されて前の席の人を負傷させてしまうことがあります。 

 後部座席を含む全席で、被害軽減効果の高いシートベルトを着用しましょう。 

 

 

 


